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風土自治の拠点としての複合施設
複合施設は風土自治の拠点となります。全面のグリー
ンコリドーも活動の場となることで、ここでの活動が
森への理解、人への理解、風土自治へ広がります。

軽井沢の綺麗な道や広場は質朴です。重通行の場所を除き、森の
中の径や広場はコストを抑えた浅間石”ビリ敷 ”や、伐採木から
でる”木チップ ”による足に柔らかく優しい場所にします。

庁舎の森は、自然と文化の軽井沢の顔になる空間です。森の一
部に毎年減り続ける歴史的建造物を残す空間になると素敵です。
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まちニワテラス
庁舎と複合施設、庭との接点では
様々な交流が生まれます。
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階段下は子供のスペース。安全に
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庁舎を彩る浅間石ポット
室内にところどころ浅間石でできた
ポットを設置。軽井沢町植物園と連携
し、草木を植え、通年の彩りとなります。
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浅間石積工事業者は毎年減り続けていますが、今ならまだ浅間石の
確保は十分容易です。平米単価も浅間石タイルと大きく違わず地元
施工者による工事が可能です。

森の素材、川の素材から、様々
なワークショップを開催。”まち
ニワの種”は増え続けます。

自然と共生するビオトープ

軽井沢の野道浅間石の利用

テレワーク・ワーケーション都市 軽井沢の庁舎

豊かな水路が数多く残る軽井沢の敷地北側の小川を取り込みビオトープ
を形成します。水があることで多くの動物、鳥が集まります。

図1-2.　新庁舎の基本理念と機能

テーマ１ 「庁舎建設及び周辺整備基本計画」について /  テーマ４ まちづくりにおける新庁舎と複合施設の役割について
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水平に広がる軒先を支える丸太、堅牢に積まれた浅間
石、森に面するテラス。軽井沢の森へのテラスは土地
の根源的な素材を用いることで、質朴ながら長期の風
雪に耐える空間とします。
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堅牢なRC造の庁舎と親しみの木の回廊
防災拠点として機動力を高める機能配置
災害時における迅速な機能転換、支援活動
省エネ設備を可能な限り取り入れる
地場産材による”まちの縁側”
再生可能エネルギーの活用
ワンストップで便利で早いクイック窓口(総
合窓口)
ホテルライクで快適なステイ窓口
ゆとりある”まちの縁側”
軽井沢町を体験する”ウェルネスリゾート”
拠点
周囲の森、グリーンコリドーを繋ぐ
”景観に調和する庁舎”　”遠近の景”から”ま
ちニワ”へ
軽井沢モダンの継承と展開
国際都市”軽井沢町”を目指す風土自治拠点
テレワーク・ワーケーション都市軽井沢の
庁舎
人と共に成長する庁舎
執務空間のオープン化・ワンルーム化
将来の執務空間の増減、窓口業務内容・組
織の変化など質・量両面の変化に対応する
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新庁舎の基本理念と機能
「庁舎建設及び周辺整備基本方針」について

駐車場にできるスペース234台分のうち10台
分への植樹により、景観・夏の暑さに配慮。
将来MaaSの進展により、必要駐車台数が減
少した場合、緑化面積を段階的に増やしてい
くことも可能。

駐車場からのアクセスを良く
し、利用者の利便性を向上。
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まちニワの種からまちニワへ: 中村良夫氏が提唱し
た”まちニワ”は、軽井沢の隅 に々ある”種地 ”から
始まる、社交・賑わいの姿です。”まちニワの種”と
して、”浅間石補強””浅間石ロッジ””浅間石サーク
ル”、”浅間石ポット”が分散配置され、この場所で
人 の々活動が行われることで、"まちニワ"が発生
します。

軽井沢の風土を読み解いた庁舎 : 周囲の自然・環
境を丁寧に読み解いた軽井沢の風土に調和する「も
りの庁舎」を提案します。
森・まち・人を繋ぐグリーンコリドー: これからの50
年 100年をかけて作る、軽井沢町のグリーンコリドー
の始点として、離山から湯川、神社といった周囲の
森を繋ぎます。

軽井沢の風土に合った「森の中の庁舎」 まちニワの種からまちニワへ
国際文化観光都市としての品位と調和を備えた緑の中の庁舎 国際文化観光都市としての品位と調和を備えた緑の中の庁舎１ 2
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図1-1.　軽井沢町の100年後をつくる"森の庁舎

図1-3.　もりの縁側空間 :  地域のアクティビティを生み出す"まちニワ" 図1-4.　軽井沢の自然・風土を読み解く 図1-5.　人 の々アクティビティから"まちニワ"が発生する 図1-6.　各階平面図

軽井沢をつなぐ"道 "・"径(レーン)"の起点となる森
庁舎の森は、グランドデザイン"みんなの野道 "の起点でもあります
人生の節目の起点となる庁舎には色々な道があります

サロン文化から別荘文化へ、そしてリゾートテレワーク都市へ
軽井沢で実証がされる中、新型コロナの発生で、ますますワーケーションが注目
されています。新庁舎と複合施設の空きスペースがこれらのニーズの空間として
解放されることで、今後町の実態とニーズに即した情報が集まります。
軽井沢AI拠点構想との連携と共に、新庁舎はワーケーション・イノベーション・
起業の町として、国際会議都市として自ら情報提供する存在になります。
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執行部、災害対策本部、防災倉庫を近くに配
置することにより、災害時の機動力を高め、
災害に迅速に対応できる。

複合施設


